
，
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２
月
12
日(

木)

か
ら
、
町
県
民
税
と
所
得
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
前
年
（
平
成
15
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
所
得
（
収
入
）
を
も
と
に

計
算
さ
れ
、皆
さ
ん
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保

険
税
、福
祉
年
金
の
受
給
資
格
な
ど
を
決
定
す
る

上
で
重
要
な
資
料
に
な
る
も
の
で
す
。

　
申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、で

き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、期

限
ま
で
申
告
し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
し
ま
す
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ

け
で
な
く
、加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る

の
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
ご
自
身
で
す
。
期
限
内

に
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
申
告
会
場
は
「
役
場
」
一
カ
所
で
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
願
い

　
税
務
署
で
は
、
自
分
で
書
い
て
提
出
す
る
「
自

書
申
告
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
確
定
申
告
書

や
収
支
内
訳
書
は
で
き
る
だ
け
自
分
で
書
い
て
、

早
め
に
税
務
署
へ
郵
送
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先

役
場
税
務
課
（
�
38-

４
３
０
４
）

本
荘
税
務
署
（
�
22-

２
３
３
５
）

（
〒
０
１
５-

８
６
２
２

　
　
　
　
　
　
本
荘
市
出
戸
町
字
給
人
町
17
）

申
告
相
談
日
程

●
右
記
日
程
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
い
ず
れ
の
日
で
も

　
受
け
付
け
ま
す
。

と
こ
ろ
　
　
役
場
第
１
会
議
室

受
付
時
間
　
９
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

月
　
　
日

地
　
　
区
　
　
名

２
月
12
日(

木)

２
月
13
日(

金)

２
月
16
日(

月)

２
月
17
日(

火)

２
月
18
日(

水)

２
月
19
日(

木)

２
月
20
日(

金)

２
月
23
日(

月)

２
月
24
日(

火)

２
月
25
日(

水)

２
月
26
日(

木)

２
月
27
日(

金)

３
月
１
日(

月)

３
月
２
日(

火)

３
月
３
日(

水)

３
月
４
日(

木)

３
月
５
日(

金)

黒
　
　
　
川

　
　
飛

赤
　
　
　
石

前
　
　
　
川

前
　
　
　
川

大
　
　
　
竹

大
　
　
　
竹

１
　
町
　
内

１
　
町
　
内

２
　
町
　
内

夢
が
丘
・
桜
ヶ
丘

３
・
４
町
内

５
　
町
　
内

６
・
７
町
内

６
・
７
町
内

８
　
町
　
内

８
　
町
　
内
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申
告
の
必
要
な
方

◎
町
県
民
税

・
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
ん

　
で
お
り
、
平
成
15
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

　
方
。

・
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。

◎
所
得
税

・
商
売
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
（
家

　
賃
・
地
代
等
）
が
あ
る
方
、
ま
た
は
土
地
、

　
建
物
等
を
売
っ
て
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
な

　
ど
で
、
平
成
15
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が

　
基
礎
控
除
額
等
の
各
種
控
除
額
の
合
計
額

　
よ
り
多
い
方
。

・
給
与
所
得
の
あ
る
方（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）で
、

①
　
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

　
方
。

②
　
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合

　
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方
。

③
　
２
カ
所
以
上
か
ら
、
給
与
の
支
払
い

　(

20
万
円
超)

を
受
け
て
い
る
方
。

○例
株
式
配
当
金
、
地
代
、
家
賃
収
入
、
原
稿

　
料申

告
の
必
要
が
な
い
方

・
平
成
15
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
。

・
平
成
15
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み

　
で
、
勤
務
先
に
お
い
て
年
末
調
整
を
行

　
い
、
役
場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

　
れ
て
い
る
方
。

申
告
に
必
要
な
書
類

①
　
申
告
書
用
紙
（
事
前
に
配
布
さ
れ
た
用

　
紙
に
記
入
）、
所
得
の
内
訳
書

②
　
印
鑑
（
通
帳
使
用
の
印
鑑
）
と
口
座
番

　
号

③
　
生
命
・
損
害
保
険
料
及
び
個
人
年
金
保

　
険
料
の
控
除
証
明
書
（
領
収
書
）

④
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費

　
の
支
払
証
明
書
か
領
収
書

⑤
　
営
業
所
得
者
は
収
支
を
明
ら
か
に
す
る

　
仕
入
・
売
上
等
の
帳
簿
、
必
要
経
費
な
ど

　
の
領
収
書

納
め
す
ぎ
た
分
は
還
付

　
次
に
該
当
す
る
方
で
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
末
調
整
を
し
た
方

①
　
給
与
所
得
者
で
お
お
む
ね
10
万
円
以
上

　
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方
。

②
　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
、マ
イ
ホ
ー

　
ム
の
購
入
や
新
築
、
増
改
築
等
を
し
た
方

　
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
。

③
　
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方
。

④
　
株
式
の
小
額
配
当
が
あ
り
、
課
税
所
得

　
が
９
０
０
万
円
以
下
の
方
。

年
末
調
整
の
取
り
こ
ぼ
し
が
あ
る
方

①
　
住
宅
借
入
金
等
、
特
別
控
除
に
つ
い
て

　
年
末
調
整
の
際
、
提
出
し
な
か
っ
た
方
。

②
　
年
末
調
整
の
際
、
受
け
る
べ
き
所
得
控

　
除
を
失
念
し
た
方
。(

扶
養
も
れ
、
生
命
保

　
険
料
控
除
も
れ
等)

退
職
し
た
方

①
　
会
社
を
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

　
方
。（
例
・
結
婚
退
職
）

②
　
退
職
金
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ
て
い

　
る
方
。

消
費
税
の
申
告

〜
消
費
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
〜

　
平
成
16
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
課
税

期
間
（
個
人
事
業
者
は
平
成
17
年
分
、
法
人

は
平
成
17
年
３
月
末
決
算
分
）
か
ら

☆
　
事
業
者
免
税
点
の
適
用
上
限
が
、
３
０

　
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
に
引
下
げ

☆
　
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、
２
億

　
円
か
ら
５
０
０
０
万
円
に
引
下
げ

　
な
お
、
個
人
事
業
者
の
場
合
を
例
に
と
る

と
、
平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
金
額
が
１
０

０
０
万
円
を
超
え
た
方
は
、
２
年
後
の
平
成

17
年
に
課
税
事
業
者
に
な
り
、
平
成
17
年
分

の
売
上
等
に
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら

☆
　
消
費
者
に
価
格
表
示
す
る
場
合
は
、
総

　
額
表
示
の
義
務
付
け

　
課
税
事
業
者
が
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
消

費
者
に
対
し
て
商
品
等
の
販
売
、
役
務
の
提

供
等
の
取
引
を
行
う
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め

そ
の
取
引
価
格
を
表
示
す
る
場
合
に
は
、
消

費
税
額
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
を
含
め
た

価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

　
平
成
15
年
中
に
、
他
人
か
ら
年
間
１
１
０

万
円
以
上
の
財
産
を
も
ら
っ
た
方
は
、
２
月

２
日(

月)

か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
の
間

に
、
贈
与
税
の
申
告
を
税
務
署
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
会
社
な
ど
の
法
人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
時
に
は
、
一
時
所
得
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
申
告
（
平
成
15
年
分
）
か
ら
「
作

付
面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
水
稲(

自
家
用

畑
を
含
む)

」以
外
の
農
業
所
得
標
準
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
販
売
を
目
的
と
す
る
ネ
ギ
や

ミ
ョ
ウ
ガ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
野
菜
や
果
樹

を
作
付
し
て
い
る
方
に
は
、
水
稲
及
び
自
家

用
畑
を
含
む
す
べ
て
の
農
産
物
に
つ
い
て
、

実
際
の
収
入
金
額
か
ら
実
際
の
必
要
経
費
を

差
し
引
く
収
支
計
算
に
よ
り
農
業
所
得
を
算

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
水
稲
を
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
作

付
し
て
い
な
い
農
家
で
も
、
販
売
を
目
的
と

す
る
野
菜
を
作
付
し
て
い
る
場
合
に
は
、
水

稲
を
含
め
た
す
べ
て
の
農
産
物
に
つ
い
て
収

支
計
算
に
よ
り
農
業
取
得
を
算
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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は
、
大
人
が
身
を
も
っ
て
子
ど
も
に
教
え
る

も
の
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
大
人
自
身
か
ら
意
識
改
革

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
●
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら

　
全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
設
置
さ

れ
た
人
権
相
談
所
や
専
用
相
談
電
話
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら

だ
け
で
な
く
大
人
か
ら

も
、
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
た
ら
、

近
く
の
法
務
局
の
人
権
相

談
所
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
全
国
で
は
約
７

０
０
人
の
「
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
」
が
、
い
じ

め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
に
適
切
に
対
処
す

る
た
め
、
子
ど
も
人
権
相

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
心
の
豊
か
さ

や
ゆ
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
社
会
の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
も
一
個
人
と
し
て
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
こ
と
を
、
ま
ず
は
大
人
自
身
が
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
　
子
ど
も
の
人
権

談
所
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
な
か
な
か
実
態
が
つ
か
み
に
く
い
子
ど
も

の
人
権
問
題
。
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
早
め
に

気
づ
く
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と

会
話
を
交
わ
す
な
ど
、
不
安
な
く
話
の
で
き

る
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

小学生の防犯ブザーの携帯について

　昨年から、小学生が被害者になる事件が多発
しています。子どもたちには知らない人の誘い
にはのらないように指導をしていますが、子ど
もだけでは防ぎきれない場合もあるかと予想さ
れます。
　そこで、市販の防犯ブザーを斡旋したとこ
ろ、およそ半数の子どもたちが携帯することに
なりました。
　万が一のとき、120デシベルで「ピヨピヨピ
ヨ」と鳴り響きますので駆けつけていただき救
助をよろしくお願いします。

■問合せ先　金浦小学校（� 38－ 2055）

　
●
複
雑
化
す
る
子
ど
も
の
人
権
侵
害

　
い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
―
― 

こ
う
し

た
子
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
多
く
の
場
合
、

周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
も
、

そ
の
被
害
を
外
部
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
身
近
な
人
に
話
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
重
大
な
結
果
に
い

た
っ
て
初
め
て
気
づ
く
と
い
う
例
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め

　
最
近
の
子
ど
も
の
い
じ
め
は
、
子
ど
も
が

考
え
た
と
は
思
わ
れ
な
い
ほ
ど
陰
湿
で
深
刻

な
も
の
が
多
く
、
そ
の
態
様
も
次
第
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。
い
じ
め
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
で
、
大
き
な
苦
痛
と
な
り
、
回
復
し
が

た
い
傷
と
も
な
り
ま
す
。

体
　
罰

　
体
罰
は
、
い
じ
め
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

り
、
校
内
で
の
暴
力
容
認
の
雰
囲
気
を
つ
く

り
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
い

じ
め
や
不
登
校
を
誘
発
・
助
長
す
る
要
因
に

な
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
員
に
よ

る
体
罰
は
、
学
校
教
育
法
で
明
確
に
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待

　
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
意
思
表
示
で
き
な

い
よ
う
な
幼
児
や
児
童
を
、
親
な
ど
が
虐
待

す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

童
買
春
や
性
的
虐
待
な
ど
、
児
童
の
商
業
的

性
的
搾
取
の
問
題
も
国
内
外
で
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。
虐
待
は
、
大
人
が
そ
の
権
力
を

乱
用
し
た
、
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
で
す
。

　
●
ま
ず
は
大
人
自
身
の
意
識
改
革
を

　
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど
に
よ
る

社
会
環
境
の
変
化
は
、
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
常
生

活
に
お
け
る
体
験
や
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い

な
ど
の
不
足
が
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
思
い

や
り
の
心
を
育
ち
に
く
く
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
受
験
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
や
、
情
報
の
は
ん
ら
ん
な
ど
の
社
会
風

潮
も
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
し
て

い
ま
す
。

　
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
命
の
大
切
さ
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●と　き　２月４日（水）　10:00～　
●ところ　金浦山神社・勢至公園広場
　荒ぶる冬の日本海から水揚げされた、重さ約10㎏もの寒ダラを担いで列をな
す奇祭。「タラ漁の本場」の誇りを今に、海の安全と大漁を願う人々の祈りが300
年以上の伝統を支えています。
　　10:00～　金浦山神社を目指し、秋田県漁業協同組合南部総括支所から
　　　　　　「タラ」の奉納者と金浦神楽出発
　　10:30～　「タラ」の奉納（金浦山神社）
　　11:00～　「ご祈祷」と「巫女の舞」

観光協会イベント
10:30～ 11:00　金浦神楽の実演
11:00～　タラ汁販売（１杯200円）・タラ担ぎ体験
　　　　 金浦町特産品の販売
※　「タラの販売・調理実演」は、秋田県漁業協同組合
　南部総括支所荷捌所で行います。

■問合せ先　金浦町観光協会（� 38－ 4300）
～当日は、白瀬南極探検隊記念館を無料開放します～

　
（
第
三
十
三
回
）�

　
請 

願 

書

　
矗
は
ま
ず
仙
台
時
代
に
知
り
合
っ

ち
か
み
き
よ
お
み

た
千
頭
清
臣
（
元
宮
城
県
知
事･

貴

族
院
議
員･

東
京
日
々
新
聞
社
長
）

と
遠
藤
良
吉
（
前
代
議
士
）
を
訪
ね

援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。
矗
は
二
人

の
助
言
を
得
て
、
帝
国
議
会
に
「
南

極
探
検
ニ
要
ス
ル
経
費
下
附
相
成
度

義
ニ
付
請
願
」
と
い
う
請
願
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
矗
は
た
だ
政
府
や
議
会
に
請
願
書

を
書
く
だ
け
で
な
く
、
知
人
や
先

輩
、
政
治
家
な
ど
、
少
し
で
も
面
識

が
あ
っ
た
り
、
探
検
に
つ
い
て
理
解

が
あ
る
と
み
ら
れ
る
人
の
誰
彼
と
な

く
会
い
、
南
極
探
検
の
意
義
や
国
益

に
つ
い
て
心
を
こ
め
て
説
き
ま
わ
り

ま
し
た
。
金
も
地
位
も
財
産
も
な
い

矗
が
、
膨
大
な
金
の
か
か
る
事
業
を

起
こ
す
に
は
そ
う
す
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
幸
い
、
そ
の
中
か
ら
理
解
者
が
あ

ら
わ
れ
、
協
力
す
る
人
も
出
て
き
ま

し
た
。
千
頭
や
遠
藤
も
矗
の
そ
う
し

た
真
摯
な
姿
勢
に
打
た
れ
て
手
を
さ

し
の
べ
た
人
た
ち
で
す
。

　
明
治
も
終
わ
り
に
近
い
時
代
、
ま

だ
ま
だ
日
本
は
国
家
建
設
の
途
上
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
世
界
に

雄
飛
す
る
事
業
を
「
壮
挙
」
と
す
る

風
潮
が
濃
厚
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
打
算
を
越
え
て
協
力
す
る
と
い
う

　「
心
意
気
に
感
ず
る
」
人
々
が
少

な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
の
矗
の
忙
し
さ
は
言
語
に
絶

し
、
家
族
を
郷
里
に
帰
し
て
、
自
分

は
一
人
間
借
り
を
し
、
東
奔
西
走
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
帝
国
議
会
に
提
出
し
た
請

願
書
で
す
が
、
そ
の
主
旨
は
「
国
土

領
域
ノ
拡
大
ト
国
ノ
富
強
」
の
た
め

に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
事
業
で
あ

る
と
理
由
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
探
検
実
施
計
画
、
そ
れ

に
要
す
る
経
費
な
ど
具
体
的
に
記
載

し
、
明
治
四
十
三
年
一
月
、
貴
族
院

議
長
、
衆
議
院
議
長
に
提
出
。
　

　
計
画
書
に
よ
る
と
、
横
浜
を
出
帆

し
て
か
ら
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
ま

で
五
十
日
間
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」

か
ら
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
ま
で

二
十
日
間
、
そ
し
て
「
南
極
州
エ
レ

と
う
び
ょ
う

バ
ス
山
麓
マ
ク
マ
ー
ド
湾
」
投
錨
ま

で
百
日
間
と
い
う
計
画
を
立
て
、
そ

れ
か
ら
南
極
点
ま
で
百
日
、
往
復
二

百
日
間
を
要
す
る
と
か
な
り
具
体
的

に
書
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
矗
に
し
て
も
、
ま
た
こ

の
請
願
書
を
審
議
す
る
者
の
な
か
に

も
、
南
極
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を

も
っ
た
も
の
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
費
用
に
つ
い
て
も
、
矗
は
概
算

で
三
万
円
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
な
か
に
は
、
も
っ
と
も
必

要
な
船
の
購
入
費
が
入
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
船
は
郵
船
会
社
の

船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
特
別
に
半

分
以
下
の
船
賃
に
し
て
も
ら
う
よ
う

交
渉
す
る
と
い
っ
て
お
り
、
ど
う
も

虫
が
よ
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
こ
の
計
画
書
と
経
費
概
算

か
ら
漏
れ
て
い
る
事
柄
は
多
く
、
実

際
に
入
用
な
物
資
や
道
具
、
金
は
、

こ
れ
の
三
倍
か
ら
五
倍
に
達
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
も
致
し
方
な
く
、
日

本
人
の
誰
も
が
南
極
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
す
か
ら
。

　
こ
の
と
き
、
概
算
の
見
積
も
り
と

は
別
に
、
実
際
千
頭
清
臣
や
遠
藤
良

吉
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
請
願
し
た
下

附
金
の
額
は
十
万
円
で
し
た
。

　
幸
い
に
し
て
、
こ
の
請
願
は
衆
議

院
を
通
過
し
、
貴
族
院
も
通
過
し
た

の
で
す
が
、
貴
族
院
を
通
過
す
る
と

き
、
三
万
円
に
削
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
と
も
あ
れ
、
矗
の
計
画
実
現
の
た

め
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
か
に

見
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も

つ
か
の
間
の
喜
び
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
貴
族
院
で
認
め
ら
れ
た
三
万

円
は
、
な
ぜ
か
政
府
か
ら
は
一
銭
も

下
附
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

参
考
引
用
文
献

  

白
瀬
京
子
著 

『
雪
原
へ
ゆ
く
』
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無
病
息
災
の
使
者
　「
あ
ま
は
げ
」

赤
石
地
区
小
正
月
行
事

　
１
月
12
日
、
小
正
月

行
事
「
あ
ま
は
げ
」
が

赤
石
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
９
時
、
当
番
宅

に
集
ま
っ
て
み
の
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
昔
は
、
子
ど
も
た
ち

が
地
区
を
回
り
、
ワ
ラ

を
集
め
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
現
在
は
、
稲
刈

り
の
手
法
が
変
わ
っ
て

き
た
た
め
に
、
工
藤
次
男
さ
ん
か
ら
毎
年
提
供
し
て

も
ら
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
主
役
、「
あ
ま
は
げ
」
に
扮
し
た
の
は
、
伊

藤
圭
吾
く
ん
と
渡
辺
陽
輔
く
ん
。

　
友
達
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
徐
々
に
「
あ
ま
は
げ
」

へ
変
身
し
て
い
き
ま
す
。
墨
で
顔
を
真
っ
黒
に
塗
っ

て
、
箕
を
ま
と
っ

て
、「
あ
ま
は
げ
」の

完
成
で
す
。

　
あ
ま
は
げ
が
各

家
々
を
回
り
、
落
と

し
た
ワ
ラ
は
無
病
息

災
の
お
守
り
と
し
て

大
事
に
保
管
さ
れ
ま

す
。

盤
上
の
決
戦
！

新
春
囲
碁
将
棋
大
会

　
１
月
11
日
、
青
少
年
ホ
ー
ム
で
新
春

囲
碁
将
棋
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
盤
上
に
、
ぱ
ち
っ
と
響
く
駒
や
碁
石

の
音
。
静
寂
の
な
か
で
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
将
棋
の
部

優
　
勝
　
伊
藤
　
利
昭
　
　（
岡
の
谷
地
）

準
優
勝
　
伊
藤
　
忠
一
　
　（
赤
　
石
）

第
３
位
　
須
藤
　
富
三
　
　（
療
護
園
）

☆
囲
碁
の
部

優
　
勝
　
田
口
　
　
清
　
　（
堀
　
切
）

準
優
勝
　
佐
々
木
幹
雄
　
　（
頃
　
田
）

第
３
位
　
北
村
　
　
正
　
　（
十
二
林
）

気
持
ち
も
新
た
に

金
浦
海
洋
少
年
団
新
年
の
集
い

　
１
月
18
日
、青
少
年
ホ
ー
ム
で
金
浦

海
洋
少
年
団
の
新
年
の
集
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
初
訓
練
を
し
た
後
、餅
つ
き
を

し
ま
し
た
。自
分
た
ち
で
つ
い
た
餅
を

雑
煮
な
ど
で
食
べ
る
の
は
格
別
の
よ
う

で
、
お
代
わ
り
が
続
出
。

　
今
年
は
八
森
町
で
東
北
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
る
海
洋
少
年
団
を
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▲餅つき体験「よいしょ」

▲初訓練手旗信号

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

▲「あまはげ　参上！」

▲「誰だか、わかる？」

▼みの作りは、熟練の技
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和
や
か
に
　
百
歳
の
春

有
田
ハ
ル
ヱ
さ
ん

　
１
月
10
日
、
有
田
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
浩

寿
苑
）
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
百
歳
を
記
念
し
、
１
月
13
日
に
秋
田

県
か
ら
置
き
時
計
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
有
田
さ
ん
。
最

近
は
、
部
屋
で
休
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す
が
、
こ
の
日
は
体
調
も
よ

く
息
子
夫
妻
と
ひ
孫
に
囲
ま
れ
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
で
。

�
お
れ
お
れ
詐
欺
�

　
　 
未
然
防
止
に
貢
献

北
都
銀
行
金
浦
支
店
表
彰

　
12
月
26
日
、
象
潟
警
察
署
に
お
い
て

北
都
銀
行
金
浦
支
店
（
支
店
長
津
籠
剛

さ
ん
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
19
日
に
、
あ
る
町
民
が
架
空
の

交
通
事
故
を
装
い
、
示
談
金
の
請
求
を

さ
れ
た
件
で
、
来
店
し
た
相
談
者
の
被

害
を
未
然
に
防
ぎ
、
救
済
し
た
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
れ
お
れ
詐
欺
は
、
警
察
に
な
り
す

ま
す
な
ど
、
よ
り
手
口
が
巧
妙
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
振
込
む
前
に
、
ま
ず
は
金
融
機
関
や

警
察
に
ご
一
報
を
。

身
近
で
手
軽
な

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」
い
か
が
で
す
か

　
１
月
15
日
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
が
体

育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

を
小
さ
く
し
た
も
の
と
ビ
ニ
ー
ル
製
の

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
の
ボ
ー
ル
を
使
い
ま

す
。「
簡
単
な
よ
う
で
、
ボ
ー
ル
の
扱
い

が
難
し
く
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
く

と
い
ろ
い
ろ
な
変
化
球
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
須
田
彰
子
さ
ん（
飛
）。

　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
半
か
ら
体

育
セ
ン
タ
ー
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。

「
よ
り
よ
い
年
に

　
　
な
り
ま
す
よ
う
に
」

療
護
園
新
年
会

　
１
月
８
日
、
療
護
園
で
新
年
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
の
合
間
に
、
新
年
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
去
年
は
、

い
ろ
い
ろ
病
気
で
大
変
だ
っ
た
の
で
、

今
年
は
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
り
た

こ

ぶ
か
い

い
」
と
小
武
海
さ
ん
。

　
つ
き
た
て
の
餅
を
存
分
に
味
わ
っ
て
、

笑
い
声
が
は
じ
け
た
新
年
会
。「
笑
う
門

に
は
福
来
た
る
」
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん

の
福
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

▲これからもお元気で…。

▲感謝状を贈られる津籠支店長（左）

▲入所者と職員、力を合わせて「せーのっ」

▲気軽に楽しくミニテニス♪
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金浦町における交通事故発生状況

区　　　分 12月中の事故 平成15年累計
（1月～12月）

平成14年累計
（1月～12月）

人
身
事
故

件数

死者

傷者

2件

0人

4人

15件

0人

20人

9件

0人

13人

物損事故 4件 66件 49件

スピードは控えめに　車間距離は多めに�

～滑りませんか　その運転で～
　冬場の路面は、気温、日射量、交通量などの変
化に敏感に反応し、刻々と変化します。スタッド
レスタイヤやＡＢＳ等を装備した車でも、万全で
はありません。
　また、４ＷＤ車は、滑りやすい路面での発進、
加速及び登坂性能が優れていますが、車のブレー
キ性能とコーナーリング時の性能は２ＷＤと変わ
りません。
　冬道では、「急」のつく運転をさけ、夏場よりも
スピードを控えめにしましょう。また、車間距離
は多めにとり、路面状態に応じた安全運転をしま
しょう。

国民年金追納制度について

　国民年金には、申請免除や法定免除などの保険料免除制度や学生納付特例制度があります。
免除を受けた期間については、年金額を計算する上で保険料を納付したときの３分の１で計算されるため、年
金額が少なくなります。
　また、学生納付特例の期間については、年金を受給するために必要な資格期間に算入されますが、年金額に
は反映されません。
　このため、この免除等を受けた期間については、10年以内であれば後から保険料を納め
ることができます。これを追納制度といいます。免除期間のある方は、ゆとりができたら
追納することをお勧めします。

　平成15年度中に追納する場合の追納額　(１カ月分)

※　追納する保険料の額は、保険料免除および学生納付特例の適用を受けた当時の保険料の額に政令で定めら
　れた額を加算した額となります。

１４，９６０円
１４，３９０円
１３，８３０円
１３，３００円
１３，３００円

免除・学生納付特例を受
けた期間の属する年度 追　　納　　額

免除・学生納付特例を受
けた期間の属する年度 追　　納　　額

平成５年度
平成６年度
平成７年度
平成８年度
平成９年度

１５，４４０円
１５，４７０円
１５，４６０円
１５，４００円
１５，１９０円

平成10年度
平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度

除雪ボランティアグループに
除雪機配備

　老人世帯や身体に障害があり、独自では除雪作業
が困難な方のために、ボランティアで除雪を行って
いた「除雪ボランティアお助けマン」に、このたび
除雪機が配備されました。
　会では、機動力がアップされたので、これまで以
上の要望に応えたいとしています。ただし、人員の
関係で即応しかねる場合もありますのでご了承くだ
さい。
■問合せ先　公民館（� 38－ 2049）
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★
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★
�

★
�

★
�

金浦中学校マナー教室を終えて

北都銀行金浦支店長　津　籠　　　剛

　☆4．7．10．12カ月児健診☆
◆日　時　2月26日（木）
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆受　付　  4カ月児　12：40～12：50
　　　　　  7カ月児　12：50～13：00
　　　　　10カ月児　13：30～13：40
　　　　　12カ月児　13：30～13：40
◆対　象　平成15年2月、4月、7月、10月に生まれた乳
　　　　　児と前回の健診を受けられなかった乳児
◆持ち物　母子手帳、アンケート票
※ 4カ月、7カ月児健診の対象者は離乳食講習があります
　ので、受付時間に遅れないようお願いします。また、
　「おんぶひも」がありましたら持参してください。

☆2歳6カ月～8カ月児健診☆
◆日　時　2月25日（水）12：40～
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆受　付　12：40～12：50
◆対　象　平成13年6月～8月に生まれた幼児と
　　　　　前回の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子手帳、歯ブラシ
　　　　　2歳児アンケート票
　　　　　2歳児歯科アンケート票

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時　2月12日（木）　9：00～11：00
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆対　象　乳幼児とその家族
　　　　・お菓子、ジュースなどはご連絡ください。

　昨年６月、金浦中学校の先生より２年生・３年生
の「職場体験」を前に、職場で仕事を体験させてい
ただく上で大切なこと、特に挨拶やマナーについて
の話をするよう指名賜りました。
　担当の先生にマナー教室の時間帯を伺いましたと
ころ、昼食後の５校時とのことであり、これは重ね
ても大変なことになったと思いました。それは私自
身が未だに研修等で勉強している立場から、昼食直
後の時間帯は必ず眠くなる時間帯であることを感じ
ていたからです。更に講師の内容の如何によっては
余計に眠気を誘うものであり、子供たちの反応は、
私の話す内容を即座に評価するものであろうことを
考えると身の引き締まる思いでした。
　しかし、当日の子供たちの反応は、思わず「あり
がとう」と言いたくなるほど真摯なものでした。
「どんな話をしてくれるのか」と訴えるような澄ん
だ瞳、眠気と戦いながら一生懸命学び取ろうとする
姿勢が伝わってくるのです。
　話し終えて感じたことは、世間が言うほど彼らは
スレてはいないということです。むしろ海綿のよう
に何でも吸収しようとしている彼らが、世間が期待
するような挨拶や行動ができていないと評されるな
れば、それは家庭や地域の関わり方が希薄であった
り、周囲の大人たちが未成熟であったりすることに
起因するのではないでしょうか。
　マナー教室の後、下校時の生徒さんから何度も
「さようなら」と声をかけられ、とてもさわやかな
気持ちになりました。明らかに進化し続けている彼
らに対し、私自身がもっと襟を正し、あるべき大人
として「あたりまえ」の接し方をしていかなくては
ならないと感じさせていただいた貴重な体験でした。

―生涯学習活動誌『湾頭』より抜粋―
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　末っ子長男甘えん坊の拓海はウルトラ
マンが大好きで91歳になるおばあちゃん
とは大の仲良し！４月からは小学生。ピ
カピカのランドセル背負って学校に行く
のが楽しみだね！

たく み

対馬　拓海
（岡の谷地）

　どんな事も自分でやってみたがる興味
津々な男の子です。 ・・　最近は料理も手伝ってくれて母、大助・・かり…。将来は料理人かな？

れん た ろう

佐藤錬太郎
（花　潟）

「う　　み」 「ちょうかいさんであそんでいるところ」

「思い出いっぱい」 「未来の海」 「楽しい海」 「スポーツの栄光」

「毎日の思い出」 「金浦の海」 「１年生の国語の勉強」

「海の生き物」 「海の中の自然」 「海」

「ありがとう思い出、
よろしく未来」

「空」

「６年間の思い出」「思い出たっぷりな場所」 「海」

「思い出たっぷりな場所」

「四季の思い出を残そう①」

「四季の思い出を
残そう②」

「山　・　海　・　花」

　
平
成
16
年
３
月
、
金
浦
小
学
校
は
現
在
の
校
舎
か
ら
新
校
舎
へ
移
り
ま
す
。

　
昨
年
の
11
月
か
ら
、
６
年
生
が
図
工
の
時
間
を
利
用
し
て
、
校
舎
内
の
廊
下
や
階
段
の
壁

に
絵
を
デ
ッ
サ
ン
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
湾
頭
校
舎
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、校
舎
に
対
す
る
想
い
も
ま
た
格
別
な
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
校
舎
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
思
い
出
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。
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新着案内�

大　内

象　潟

『大内ウィンターフェス2004』
と　き◆2月14日（土）9:00～
ところ◆総合交流ターミナル「ぽぽろっこ」
問合せ先◆大内町商工会（�65－2218）

　
１
月
７
日
、
年
長
組
が
書

き
初
め
を
し
ま
し
た
。�

　
腕
ま
く
り
を
し
て
、
筆
に

墨
を
つ
け
「
さ
ぁ
、
が
ん
ば

る
ぞ
」�

　
そ
れ
ぞ
れ
、
個
性
あ
る
作

品
が
で
き
ま
し
た
。�

�『きさかた発「あつあつ　おらほの鍋自慢」』
と　き◆2月29日（日）11:00～売り切れ次第終了
ところ◆道の駅象潟『ねむの丘』特設会場
参加費◆前売券　400円・当日券　500円
問合せ先◆象潟町観光協会（�43－6608）

『由利高原雪まつり』
と　き◆2月15日（日）10:00～14:00
ところ◆南由利原高原青少年旅行村ふれあいロッジ
問合せ先◆由利町企画商工課(�53－2111)

由　利

　
社
長
が
心
中
事
件
を
起
こ
し
た

日
、
突
然
記
憶
喪
失
に
な
っ
た
営
業

部
部
長
。
彼
は
次
期
社
長
の
一
番
手

と
目
さ
れ
て
い
た
。
限
界
状
況
に
置

か
れ
た
人
間
を
鋭
く
抉
る
問
題
作
。

『
小
説
推
理
』
連
載
に
加
筆
訂
正
し

て
単
行
本
化
。

　
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
イ
ラ
ス
ト

に
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
も
楽
し
い

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
３
行
文
が
つ
い
て
い

ま
す
。
上
下
さ
か
さ
ま
に
す
る
と
、

場
面
も
登
場
人
物
も
が
ら
り
と
変

身
。
巻
末
に
は
、
さ
か
さ
絵
の
描
き

方
や
さ
か
さ
絵
ク
イ
ズ
も
収
録
。

　
台
湾
か
ら
ト
ラ
ン
ク
２
つ
を
持
っ

て
来
日
し
て
44
年
。
夫
婦
２
人
の
生

活
を
満
喫
し
て
い
た
ら
、
娘
夫
婦
、

息
子
夫
婦
と
同
居
す
る
こ
と
に
。
　

　
嫁
・
姑
と
い
っ
た
人
間
関
係
か
ら

孫
と
の
触
れ
合
い
ま
で
、
山
あ
り
谷

あ
り
の
人
生
ド
ラ
マ
。

　
生
き
る
意
味
を
求
め
て
苦
し
ん
だ

歳
月
の
末
に
、
見
え
て
き
た
『
い
の

ち
の
力
』「
大
丈
夫
。
い
の
ち
さ
え
あ

れ
ば
、
人
は
生
き
る
よ
う
に
創
ら
れ

て
い
る
」
絶
望
か
ら
立
ち
上
が
る
力

と
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
本
。

　
い
つ
も
の
お
総
菜
に
、
ア
ジ
ア
の

調
味
料
の
魔
法
の
一
滴
は
い
か
が
。

　
ナ
ム
プ
ラ
ー
、
ニ
ョ
ク
マ
ム
、
豆

板
醤
、
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
な
ど
を
使
い

こ
な
す
ア
イ
デ
ィ
ア
が
い
っ
ぱ
い
。

ふ
だ
ん
の
料
理
を
も
っ
と
お
い
し
く

お
し
ゃ
れ
に
！

『幻の少女』
安東能明／著
双葉社／編

『みらくるくるくる』
伊藤文人／絵・文
小学館／編

『三家族11人で
暮らしてみたら』
金美齢／著
扶桑社／編

『人は生きるために生
まれてきたのだから』
大石邦子／著
講談社／編

『アジアの調味料
でいつものご飯』
渡辺有子／著
文化出版局／編

　寒い中で、あつあつの鍋を満喫した
り、とことん雪と戯れたり…。思い切
り冬を楽しんでみませんか。
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鈴
　
木
　
ツ
　
ネ
　(

73
歳)

十
二
林

佐
　
藤
　
ミ
ヨ
エ
　(

98
歳)

唐
蚊
ノ
森

志
　
田
　
　 

守
　
　(

68
歳)

頃
　
田

伊
　
藤
　
榮
　
治
　(

61
歳)

岡
の
谷
地

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

町の人口・世帯
平成15年12月31日

お知らせカレンダー ２月

※人　口

　男 2,391人（減２）
　女 2,676人（減１）
　計 5,067人（減３）
※世帯数

1,591戸（増２）

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

　
　
　
＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
�
（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
本
荘
市
中
町
一
〇
　
㈱
本
間
印
刷
所

休日応急診療在宅当番医

※象潟町役場（�43－3200）でご確
認ください。診療時間は10時～12時、
13時～15時です。　　象潟町医師会

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

������

������

慶
弔
だ
よ
り�

平
成
15
年
12
月
16
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
16
年
１
月
15
日

１日（日）神坂医院（�43－3108）
８日（日）さいとうクリニック（�43－3105）
11日（水）池田医院（�43－3106）
15日（日）象潟駅前ヒフ科（�43－5252）
22日（日）金　病院（�43－5522）
29日（日）木村医院（�43－3308）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

「
零
度
」

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　　　　　（13:30～15:00）

　
越
　
川
　
敬
　
太
　（
金
　
浦
）

　
庄
　
子
　
枝
　
里
　（
金
　
浦
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（・
鈴
　
木
　
　
栄
　
　
様（
十
二
林
）

・
越
　
川
　
利
　
樹
　
様（
頃
　
田
）

・
金
浦
中
学
校
生
徒
会
　
様 

　
　
　

・
志
　
田
　
稔
　
幸
　
様（
頃
　
田
）

・
佐
　
藤
　
亮
　
悦
　
様（
南
金
浦
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

　
吉
　
田
　
卓
　
也
　（
福
島
県
）

　

　
田
　
み
ぎ
わ
　（
高
　
森
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（

掛魚まつり　
金浦山神社・勢至公園広場　　（10:00～13:00）
行政相談日　元気百歳館　　　（14:00～16:00）
イキイキ健康教室（エアロビクス）
　　　　　　　　体育センター（10:00～11:00）
ミニテニス教室　体育センター（13:30～15:00）

中学校体験入学

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　　　　（13:30～15:00）
健康相談　元気百歳館　（12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館　（13:30～15:30）
就学児童体験入学

イキイキ教室　青少年ホーム　（19:00～20:00）
保健センターで遊ぼう　　　　（  9:00～11:00）
ミニテニス教室　体育センター（13:30～15:00）

金浦町婦人大会　青少年ホーム（10:00～）
定期救命講習会　消防本部講堂（9:00～12:00）

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　　　　　　（13:30～15:00）

イキイキ健康教室　体育センター（10:00～11:00）
ミニテニス教室　体育センター（13:30～15:00）

体育協会功労者表彰式典　青少年ホーム（15:00～）
定期救命講習会　消防本部講堂（9:00～12:00）

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　　　　　　（13:30～15:00）

お達者会　元気百歳館　（13:30～15:30）

２歳６～８カ月児健診　保健センター

４．７．10．12カ月児健診　保健センター　　
イキイキ教室　青少年ホーム　（19:00～20:00）
ミニテニス教室　体育センター（13:30～15:00）

健康相談（大竹・前川・赤石・飛・黒川）

　「
こ
の
ま
ま
春
に
な
る
の
か
な
」の
ほ
ほ

ん
と
か
ま
え
て
い
た
ら
、
季
節
ど
お
り
冬

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
部
屋
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
調
子

が
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
の
も
、
寒
さ
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。数
日
前
か
ら
、ス
イ
ッ
チ

を
押
す
と
「
気
温
０
」
と
い
う
表
示
。
何
度

押
し
て
も
、す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
我
慢
強
く
、
復
活
す
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
「
ぷ
す
ん
」
と
い

う
音
を
た
て
、
外
気
温
と
変
わ
ら
な
い
寒

さ
の
ま
ま
…
。「
も
う
お
別
れ
だ
ね
」
決
心

し
ま
し
た
。

　
最
後
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
、な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
復
活
し
た
の
で

す
。「
物
に
も
心
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
」し
ば
し
、呆
然
と
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を

眺
め
た
私
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
Ｍ)

建国記念の日




